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長期経営計画Dプラン

京成グループの更なる「発展」を期すとともに、事業を「力強く」また「革新的」に

「日々」推進することを目指し、「Development」、「Dynamic」、「Drastic」、

「Day by Day」の意味を込めて「Ｄプラン」とした。
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本計画の位置付け①

2

京成グループは、お客様に喜ばれる良質な商品・サービスを、

安全・快適に提供し、健全な事業成長のもと、社会の発展に

貢献します。

グループ経営理念

長期経営計画

グループビジョン及びグループ長期経営課題により構成

■グループビジョン：京成グループの将来のありたい姿

■グループ長期経営課題：現状・将来分析、経営環境分析を

踏まえた京成グループの長期的課題

中期経営計画

経営理念

長期経営計画

中期経営計画
（３か年計画） ■長期経営計画に基づき事業戦略、数値目標を設定



Copyright ©  Keisei Electric Railway Co., Ltd.

本計画の位置付け②
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中期経営計画（３か年×３期）

第1期（2022～2024） 第2期（2025～2027） 第3期（2028～2030）

グループビジョン
グループ

長期経営課題

長期経営計画（2022～2030）
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これまでのあゆみと新長期経営計画期間の位置付け

京成グループのあゆみ

1909年 1933年 1960年 1978年 1991年 2010年 2019年

京成電気軌道㈱ 上野公園駅開業 都営浅草線相互 成田空港 空港ターミナル 成田スカイ スカイライナー

鉄道運賃収入（京成電鉄単体）の推移

（仮）

成田空港開港以降、空港輸送
強化に注力

1978年 成田空港開港

2010年 成田スカイアクセス開業

2019年 スカイライナー大幅増便

設立 （都心乗り入れ） 直通運転開始 乗り入れ 直接乗り入れ アクセス開業 大幅増便
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（百万円）

成田スカイアクセス開業成田空港開港

2021
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これまでのあゆみと新長期経営計画期間の位置付け

長期経営計画期間（2022～2030年）の位置付け

～前長期経営計画期間（Ｅプラン）

• 成田空港輸送に経営資源を優先的に投下し、大きく事業成長

新長期経営計画期間

• 沿線をはじめとする地域社会のサステナビリティ実現に貢献

−豊かで健康的な暮らしの場の創出

−沿線観光の振興

• 成田空港輸送への注力は継続し、空港機能の強化に貢献

コロナ禍による事業環境の変化
（訪日外国人の激減・生活様式の変化等）
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前提条件（環境認識①）
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京成グループを取り巻く環境

沿線人口 新たな人の動きが発生

日本全国で人口減少が進み、コロナ禍の影響もあり出生率の低下が加速

他方、働き方の多様化等により、都心から郊外への人口転移が発生

成田空港 ＮＡＡ目標は2030年に年間旅客数6,000万人、発着回数40万回

成田空港の更なる機能強化に向けた取り組みは着々と進捗

コロナ禍収束後の爆発的な需要回復を期待

ＩＴ・技術 テクノロジーの飛躍的な進歩とそれによるDX（ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ）の進展

自動運転等の運輸交通事業における各種技術革新の更なる進展

ＤＸの進展に伴う輸送サービスのシームレス化が加速

キャッシュレス決済・Ｅコマース等の生活様式の変化はコロナ禍で加速

労働力 人口減少による更なる国内労働力不足の進行

高齢者雇用の拡大、外国人労働力受け入れ等による労働市場の多様化

ＩＴを活用した業務効率化（自動化・無人化）の進展

環境・社会 サステナビリティに関する企業の取り組み加速

サプライチェーンを含めたＳＤＧｓ、ＥＳＧへの取り組みや情報開示が実質的に義務化

2050年のカーボン・ニュートラル実現に向けたエネルギー転換等の進行

自然災害、感染症等による事業リスクの増大
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前提条件（環境認識②）
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京成グループに求められるニーズ

サステナブルな社会の実現に向けた貢献

社 会

ステークホルダー
お客様、取引先、株主、投資家、沿線教育機関、

政府、自治体、社員・家族 等

ステークホルダー等から
求められるニーズ（直接的ニーズ）

京成グループ
ステークホルダーへの
責任を果たす上場企業

地域社会の発展を支える
総合生活企業グループ

成田空港開港以来の
空港輸送の担い手

安全・安心 基本的かつ永続的ニーズ

成田空港利用者への輸送サービス強化

直接的ニーズに応えるために
必要なもの（間接的ニーズ）

責任あるｺｰﾎﾟﾚｰﾄ･ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽの実践

事業を支える人材の確保・時代
の変化に対応する人材の育成
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安全・安心

グループビジョンとグループ長期経営課題
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①日々の暮らし ③空港輸送

⑤人材

京成グループの事業エリアのみなさまとの共創、及び、日本の玄関口、
成田空港の機能強化への寄与を通じ、サステナブルな社会の実現に貢献する

２０３０年のグループビジョン

人材の質的・量的強化

②観光振興

成田空港を利用するお客様
への快適な移動手段の提供

豊かで健康的な暮らしを
創出するまちづくり

事業エリアへの
ツーリズム需要の喚起

ビジョン実現に
向けた方向性

ビジョン実現の
ための基盤整備

長期経営課題

④ガバナンス

京成グループの持続的成長
を支える体制構築

お客様、事業エリアのみな
さまの安全・安心の確保
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京成グループの事業エリア
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各エリアの特性に応じた事業運営を展開し、京成グループの地盤を強固にしていく。

既存エリアに捉われず、シナジーが発揮できるエリアへの事業展開を検討する。

新規エリア

既存エリア

虎ノ門

新橋

晴海

押上

青砥上野 高砂

柴又

金町 松戸

新鎌ヶ谷

津田沼

八幡

船橋

千葉中央 ちはら台

成田公津の杜佐倉

千葉NT中央 成田空港

東成田

芝山千代田

取手

水戸つくば

土浦

八千代台

鋸山

霞ヶ浦

印旛沼

筑波山

日々の暮らし
観光振興
空港輸送

東京都
茨城県

千葉県東京湾

印西牧の原

（北総鉄道）
（新京成電鉄）

（関東鉄道）

（東京BRT）

佐原
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① 日々の暮らし
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ミッション

求められるニーズ

活力が持続する
まちづくりの推進

エコロジカルな
まちづくりの推進

地域社会のサステナビリティ実現のためのサポート

重点施策

世界的な
環境意識の高まり

少子高齢化

京成グループの立場 地域社会の発展を支える総合生活企業グループとして、

取り組み
自治体等と連携し、人と環境に優しい鉄道を軸に、

地域の営みを支えるまちづくりを通じ、

成し遂げたいこと あらゆる世代にとって豊かで健康的な暮らしを創出する
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② 観光振興
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ミッション

求められるニーズ

既存観光エリアの
魅力向上

京成グループの立場 観光地への輸送サービス等の提供者として、

取り組み 事業エリア内での魅力ある旅の機会を提供し、

成し遂げたいこと 地域社会の活性化に貢献する

事業エリアにおける更なる観光振興

重点施策

訪日外国人客の
中長期的な増加

事業エリア内に
観光資源が点在

新たな観光資源や
ルートの開発
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③ 空港輸送
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ミッション

求められるニーズ

京成グループの立場 成田空港開港以来の空港輸送の担い手として、

取り組み
今後も日本の玄関口、成田空港を利用するお客様に快適な

移動手段を提供し、

成し遂げたいこと
空港機能強化に貢献することで、わが国のプレゼンス向上を
果たす

更なる利便性
の追求

成田空港の更なる
機能強化への対応

成田空港利用者の
中長期的な増加

ＩＴを活用した
サービスの普及

空港機能の強化
（新滑走路建設等）

重点施策

成田空港利用者の将来的な増加に備えた輸送サービス強化
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④ ガバナンス

ミッション

求められるニーズ

コーポレート・
ガバナンスの強化

環境・社会に関する
情報開示の充実

健全な財務体質
の維持

グループ経営推進体制の最適化を図るとともに、ステークホルダーに

対する責任を果たし、健全で持続可能な企業成長を目指す。

重点施策

責任あるコーポレート・ガバナンスの実践

政府・企業による
ＳＤＧｓ・ＥＳＧ
の取り組み加速

株主・投資家
からの要望多様化
（財務・非財務面）
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⑤ 人材
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チャレンジする
人材の育成

ダイバーシティ
の推進

多様な人材の登用、挑戦する人材の育成を通じ、人材の質的・量的強化

を図る。

ミッション

重点施策

求められるニーズ

労働力不足の進行
将来における
不確実性の増大

事業を支える人材の確保、時代の変化に対応する人材の育成
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安全・安心
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ミッション

求められるニーズ

災害対策の強化
お客様の安全を守る
取り組みの強化

テクノロジー
の活用

自然災害の激甚化 テクノロジーの進歩労働力不足

災害対策や確実な技能伝承を通じ、公共交通の使命である「安全・安心」

を確保する。

重点施策

安全・安心の追求
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京成グループの事業成長
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長期経営課題を着実に達成し、お客様や社会に貢献することを通じ、持続的成長を実現

長期経営課題 強化される内容 関連するＳＤＧｓの17の目標

日々の
暮らし

“第２の柱”としての不動産業の
事業基盤拡充、及び日常運輸業・
流通業等における競争力の強化

1:貧困をなくそう 2:飢餓をゼロに
3:健康と福祉 6:安全な水とトイレ
7:エネルギーをクリーンに
9:産業と技術革新の基盤
11:住み続けられるまちづくり
12:つくる責任 使う責任 13:気候変動対策
14:海の豊かさ 15:陸の豊かさ
17:パートナーシップ

観光振興
運輸業及びレジャー・サービス業
等の事業基盤拡充

7:エネルギーをクリーンに
9:産業と技術革新の基盤 17:パートナーシップ

空港輸送
成田空港輸送における確固たる地
位の確立

7:エネルギーをクリーンに
9:産業と技術革新の基盤 17:パートナーシップ

ガバナンス
社会の変化に対応した最適なコー
ポレート・ガバナンスの実現

9:産業と技術革新の基盤
16:平和と公正

人材
時代の変化に対応した人的資本の
確保

3:健康と福祉 4:質の高い教育
5:ジェンダー平等 8:働きがいも経済成長も
10:人や国の不平等をなくそう

安全・安心
地域社会の生活や産業を支える
揺るぎない安全・安心の確立

9:産業と技術革新の基盤
11:住み続けられるまちづくり
13:気候変動対策


